


その１　ミノムシってこんな虫

ミノムシウォッチング
冬がやってきて木々から葉が落ちると、枝先や幹などについているミノムシが目につき

やすくなります。冬の寒い日でも蓑 ( みの ) にくるまれて温かそう。今回の特集は緑森

にもたくさんすんでいるミノムシ達を紹介（しょうかい）します！

その２　見つけやすいミノムシの見分け方

　　

その３　こんなところを探してみよう！

　

　

ヒョウタン型の殻（から）を背負う、ヒロズコ

ガ科のガの幼虫で、殻から頭と足を出して歩き

ます。殻は、幼虫が木の皮を使って作ったもの

で、2 まいの殻が合わさってできています。

殻の形からツヅミミノムシ（鼓蓑虫）とも呼ば

れています。

幼虫は、くち木などの腐植物（ふしょくぶつ）

やアリ類を食べるようです。

　

　　　　

幼虫は蓑の中で蛹（さなぎ）になりその後羽化

（うか）をします。成虫になったオスにはりっぱな

翅があり、蓑を出て飛ぶことができます。それに

対してメスは多くの種類で翅がなく、交尾（こう

び）や産卵（さんらん）も蓑の中で行います。そ

のためメスが外で生活するのは、卵から孵化（ふ

か）してから、最初に蓑を作るまで（初齢幼虫期）

の短い期間だけです。
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☆メスには翅（はね）がない？

　

☆ミノムシに似ている虫

　

～マダラマルハヒロズコガ～

　

【オス】

チャミノガ成虫

【メス】

ミノムシは、ミノガというガの仲間で、日本には約 20 種類

が生息しています。ふだん、よく目にする蓑を背負（せお）っ

たミノムシは、まだ幼虫（ようちゅう）です。蓑の中には黒

いイモムシが入っていて、食べ残した枯葉（かれは）や枯枝

に糸をからめて、細長い巣を作ります。この巣が昔の雨具「蓑」

の形に似ていることから「ミノムシ」とよばれるようになり

ました。
蓑 ( みの ) ミノムシ

【オオミノガ】
特徴：日本で一番大きいミノムシ。

　　　葉や枝で紡錐 ( ぼうすい ) 型

　　　の蓑を作ります。

長さ：約 60 ㎜

食樹：サクラ、ウメ、オニグルミ、

　　　イチジクなど。

【チャミノガ】
特徴：細長い筒状の蓑を作ります。

　　　同じくらいの長さの枝が使

　　　われます。　　　

長さ：約 40 ㎜

食樹：チャ、サクラ、コナラ、

　　　ヤナギ、ニセアカシアなど。

【ニトベミノガ】
特徴：表面に大きく切った葉や枝

　　　をたくさんつけた紡錐型の

　　　蓑を作ります。

長さ：約 40 ㎜

食樹：リンゴ、クヌギ、コナラ、

　　　アカメガシワなど。

ミノムシ豆知識

マダラマルハヒロズコガ ( 幼虫 )
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種類によって、蓑の形や材料がちがいます。じっくり観察してみてくださいね。

ミノムシがよくついている場所、見つけやすい場所はこんなところ。

60 ㎜
約 約 約

40 ㎜ 40 ㎜

自分で見つけたところにも

〇をつけて書き込んでみてね！

食樹 （しょくじゅ） とは？ ：幼虫が食べる木のこと。 蓑の材料にもなっているよ！

探すときのコツ

幼虫は食樹の近

くにいることが多

いよ。


